
上：「蘇東坡詩」（蘇軾）
下：「その絢爛の象眼天を」（草野心平）

樽本　樹邨顧問

右：「藤花」（朱彝尊）
左：「古松幽鳥」（『禅語』人天眼目・晦厳智昭）

真神　巍堂常任総務

右：「松虫」（『拾遺愚草』）
左：「揺籃のうた」（北原白秋）

土橋　靖子常任総務

右：「樹徳」（庾信）
左：「泥中の花」（『法華経』如蓮華在水より自作）

星　弘道常任総務

上
：「
富
士
三
景
」（『
万
葉
集
』）

下
：「
無
常
」（
鴨
長
明『
方
丈
記
』）

最
高
顧
問

77

「
第
37
回
読
売
書
法
展
」
会
期
・
会
場

〔
東
京
展
〕

《
第
１
会
場
》
国
立
新
美
術
館

	

８
月
20
日（
金
）～
29
日（
日
）
※
24
日（
火
）
休
館

《
第
２
会
場
》
東
京
都
美
術
館

	

８
月
23
日（
月
）～
29
日（
日
）

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
８
月
28
日（
土
）

　
ザ
・
プ
リ
ン
ス
　
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京

〔
関
西
展
〕
９
月
８
日（
水
）～
12
日（
日
）

	

《
第
１
会
場
》
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

	

《
第
２
会
場
》
京
都
市
勧
業
館「
み
や
こ
め
っ
せ
」

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
９
月
11
日（
土
）

　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

〔
中
国
展
〕
９
月
24
日（
金
）～
26
日（
日
）

《
会
　
場
》
広
島
県
立
ふ
く
や
ま
産
業
交
流
館「
ビ
ッ
グ
・
ロ
ー
ズ
」

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
９
月
24
日（
金
）

　
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

〔
中
部
展
〕
９
月
28
日（
火
）～
10
月
３
日（
日
）　
※
第
２
会
場
は
９
月
29
日
開
幕

《
第
１
会
場
》
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

《
第
２
会
場
》
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー「
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
」

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
10
月
３
日（
日
）

　
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

〔
四
国
展
〕
10
月
22
日（
金
）～
24
日（
日
）

《
会
　
場
》
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
10
月
24
日（
日
）

　
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松

〔
東
北
展
〕
10
月
27
日（
水
）～
31
日（
日
）

《
第
１
会
場
》
山
形
美
術
館

《
第
２
会
場
》
山
形
県
芸
文
美
術
館

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
10
月
27
日（
水
）

　
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

〔
北
海
道
展
〕
11
月
10
日（
水
）～
14
日（
日
）

《
会
　
場
》
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
11
月
13
日（
土
）

　
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

〔
九
州
展
〕
12
月
10
日（
金
）～
12
日（
日
）

《
会
　
場
》
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
12
月
12
日（
日
）

　
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
に
鑑
み
、
７
月
30
日
の
臨
時
執
行
役
員
会
で
、

　
す
べ
て
の
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
は
中
止
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

Ⓒ
２
０
２
１
　
読
売
新
聞
社
　
読
売
書
法
会

本
ガ
イ
ド
の
制
作
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
日
本
文
藝
家
協
会

（
許
諾
番
号
Ｓ
２
０
２
１
０
６
３
０
Ｙ
）
の
許
諾
を
得
て
い
ま
す
。

著
作
権
に
関
し
て
は
手
続
き
を
取
っ
て
お
り
ま
す
が
、
お
気
づ
き
の

点
が
あ
れ
ば
読
売
書
法
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

詩
文
の
内
容
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

字
面
を
中
心
に
選
文
す
る
の
が

常
で
す
が
、
め
ず
ら
し
く
孫
の

誕
生
に
因
ん
で
「
藤
花
」
を
軸

に
狂
草
風
に
一
気
呵
成
に
書
き

あ
げ
ま
し
た
。

漢
字
作
品
に
対
し
て
禅
語
の

意
を
じ
っ
く
り
味
わ
い
、
奇

を
て
ら
う
こ
と
な
く
静
か
に

書
き
ま
し
た
。

　読
売
書
法
展
は
伝
統
と
古
典
に
基
づ
い
た
書
の
継
承
と
発
展
を
め
ざ
し
て
昭
和

五
十
九
年（
一
九
八
四
年
）に
始
ま
り
ま
し
た
。
出
品
約
一
万
四
千
点
、
東
京
展
、

関
西
展
、
九
州
展
の
三
会
場
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
今
回
の
第
三
十
七
回

展
で
は
、
約
二
万
点
の
力
作
が
集
ま
り
、
全
国
八
会
場
（
東
京
、
関
西
、
中
国
、

中
部
、
四
国
、
東
北
、
北
海
道
、
九
州
各
展
）
を
巡
回
し
ま
す
。

　読
売
書
法
会
の
発
足
以
降
、
書
壇
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、「
本
格
の
輝
き
」
を
標
榜
す
る
読
売
書
法
展
は
方
向
性
を
見
失
わ
ず
、

着
実
に
歩
み
を
進
め
、
今
日
で
は
国
内
最
大
規
模
の
公
募
展
に
成
長
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
発
足
以
降
初

め
て
と
な
る
開
催
延
期
の
事
態
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
尽
力
と
熱

意
に
よ
り
本
年
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　読
売
書
法
会
の
役
員
書
家
は
、
古
典
を
考
証
し
な
が
ら
、
新
た
な
可
能
性
を
追

求
し
、
常
に
自
己
研
鑽
を
怠
り
ま
せ
ん
。
今
日
な
お
止
む
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
役

員
書
家
の
旺
盛
な
創
作
活
動
は
、
書
法
会
の
根
幹
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
現
代

書
道
芸
術
の
発
展
に
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

　国
内
書
壇
の
最
高
峰
を
形
成
す
る
最
高
幹
部
会
議
メ
ン
バ
ー
（
最
高
顧
問
、
顧

問
、
常
任
総
務
）
の
作
品
ガ
イ
ド
を
作
成
し
ま
し
た
。
作
者
自
身
に
よ
る
制
作
意

図
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
鑑
賞
の
際
の
手
引
き
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
三
年
八
月

�

読
売
新
聞
社

�

読
売
書
法
会

ご
あ
い
さ
つ

紙
面
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
大
胆
な

ち
ら
し
と
流
れ
を
表
現
し
た
く

思
い
ま
し
た
。
生
動
感
あ
る
書

に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
人
類
は

現
状
だ
け
で
対
応
し
て
い

る
が
、
自
然
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
さ
ぬ
こ
と
が
最
重

要
と
考
え
て
書
い
た
。

特
に
墨
量
の
配
分
か
ら

起
こ
る
潤
渇
の
効
果
を

大
き
な
ね
ら
い
と
し
、

あ
く
ま
で
も
気
満
の
世

界
の
再
現
を
と
り
入
れ

て
試
み
た
。

調
和
体
の
作
品
も
漢
字
作
品
と

同
じ
く
健
康
的
で
弾
力
の
あ

る
、
印
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
も
の
に
し
た
か
っ
た
。

泥
土
の
中
で
も
清
ら
か
な

花
を
咲
か
せ
る
蓮
は
、
ど

ん
な
環
境
に
も
負
け
な
い

精
神
を
教
え
て
く
れ
る
。

書
く
た
び
に
表
情
が
変
わ
り

ま
し
た
。
心
の
動
き
が
そ
の

ま
ま
伝
わ
る
よ
う
で
、
一
枚

一
枚
気
持
ち
を
作
っ
て
書
く

こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。

文
字
を
書
い
て
い
な
い
空
白
の

部
分
（
要
白
）
に
躍
動
と
静
寂

の
美
を
味
わ
っ
て
頂
け
れ
ば
こ

の
上
も
な
い
喜
び
で
す
。

書
美
の
醍
醐
味
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た

運
筆
と
間
の
美
と
の
調
和
を
鑑
賞
し

て
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

奥
秋
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06_第37回鑑賞ガイド_CC20.indd   1-206_第37回鑑賞ガイド_CC20.indd   1-2 2021/08/10   8:472021/08/10   8:47



上：「無限の岸」（若山牧水）
下：「一しづく」（若山牧水）

榎倉　香邨顧問

上：「山陽の詩」（頼山陽）
下：「白秋の歌」（北原白秋）

津金　孝邦顧問

上：「冬ごもり」（『万葉集』）
下：「春風」（小林一茶）

池田　桂鳳顧問

右：「盪意」（『漢書』）
左：「いろは歌」（坂本百次郎）

梅原　清山顧問

上：「益謙」（『易経』謙卦）
下：「老子語」（『老子』易性第八）

新井　光風顧問

右：「豊麗胆笑」（村上華岳）
左：「辿り来て未だ山麓」（升田幸三）

杭迫　柏樹顧問

上：「天の鶴群」（『万葉集』）
下：「石蕗の花」（五十嵐播水）

「聞蛩」（徐倬）

最高顧問最高顧問

右
：「
武
猛
」（『
後
漢
書
』）

左
：「
画
禅
室
随
筆
の一節
」（
董
其
昌『
画
禅
室
随
筆
』）

最
高
顧
問

中
国
清し
ん

代
の
人
徐じ
ょ

倬た
く

の
聞こ
お
ろ
ぎ
を
き
く蛩

を
書
い
た
。
例
年
楷
書
大
字
を

書
い
て
い
た
が
本
年
は
行
草
体
と
し
滲に
じ

み
を
加
え
掠か
す

れ
も
多
用

し
て
み
た
。

“
か
な
”
の
も
つ
流
麗
さ
を
保
ち
つ
つ
、

大
胆
な
動
き
を
加
味
し
、
充
実
し
た
線

で
の
大
字
作
品
と
な
る
よ
う
願
い
を
込

め
て
。

簡
素
で
爽
や
か
で
何
か
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
が

出
せ
れ
ば
と
の
想
い
で
書
作
し
た
。

書
の
表
現
は
両
極
の
美
に

尽
き
る
と
思
う
。
今
作
は

極
端
な
大
小
、
潤
渇
、
粗

密
を
大
き
な
課
題
と
し
、

自
然
に
表
出
す
る
線
の
妙

味
が
あ
い
ま
っ
て
仕
上
げ

た
も
の
で
あ
る
。

二
群
に
分
け
て
書
作
し
、

前
半
を
漢
字
、
後
半
を
調

和
体
と
し
た
。
二
群
の
調

和
に
苦
心
し
た
。
昨
年
の

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
作
。

人
を
愛
す
る
事
で
深
い

生
命
力
が
宿
る
。
牧
水

が
小
夜
子
と
愛
を
交
わ

し
た
根
本
海
岸
で
の
歌

で
す
。
こ
の
激
し
い
、

純
粋
な
生
命
感
を
書
き

た
い
と
願
い
ま
し
た
。

牧
水
は
一
日
に
一
升
の
酒
を

飲
ん
で
い
た
酒
豪
で
知
ら
れ

ま
す
。
た
び
た
び
断
酒
を
試

み
る
の
で
す
が
つ
い
、
つ
い

と
、
牧
水
の
人
柄
が
偲
ば
れ

ま
す
。

心
を
清
く
す
る
と
い
う

意
味
。
大
字
作
品
は
強

い
表
現
に
し
た
い
の
で

北
魏
風
に
書
作
し
た
。

「
い
ろ
は
歌
」
と
し
て
、

う
ま
く
言
い
表
わ
し
、
字

柄
の
よ
い
漢
字
を
使
っ
て

い
る
の
で
、
書
作
品
と
し

て
採
用
し
た
。

Aパターン

頼
山
陽
の
詩
「
観
箕
面
滝
」

一
詩
を
四
角
の
紙
面
に
渾
然

と
収
め
た
。
墨
の
濃
淡
の
変

化
に
留
意
し
た
。

白
秋
の
歌
を
詞
書
か
ら
書
き
、

歌
全
体
を
表
現
し
た
。
歌
の
部

分
は
、
詞
書
を
含
め
墨
の
濃
淡

に
留
意
し
て
制
作
し
た
。

私
が
常
に
考
え
て
い
る

こ
と
は
、
線
の
命
と
存

在
感
。
制
作
で
は
命
の

躍
動
感
を
追
求
し
た
。

令
和
の
今
に
生
き
る
今
の

私
の
命
を
か
た
ち
と
し
て

紙
面
に
定
着
さ
せ
た
つ
も

り
で
あ
る
。
見
て
下
さ
る

人
に
少
し
で
も
力
に
な
れ

れ
ば
、
こ
れ
に
ま
さ
る
喜

び
は
な
い
。

変
体
仮
名
を
使
わ
ず
に
抒
情
的
な

作
品
を
と
意
図
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
子
供
の
こ
ろ
が
よ
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
一
茶
の
子
供
を
詠

ん
だ
句
を
集
め
て
素
朴
な
世
界
を

表
現
し
て
み
ま
し
た
。

村
上
華
岳
画
伯
曰
く
、
一
流
の
条
件
は
、

豊
か
で
麗
し
く
、
胆
が
す
わ
っ
て
、
ま
で

は
努
力
す
れ
ば
可
能
だ
が
、
笑
（
ユ
ー
モ

ア
）
は
天
性
の
も
の
。
し
か
し
、
こ
れ
が

な
く
て
は
…
と
。

米
寿
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
身
に
し
み
る
語
。

よ
し
、
新
し
い
人
生
に
向
っ
て
…
。
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上：「無限の岸」（若山牧水）
下：「一しづく」（若山牧水）

榎倉　香邨顧問

上：「山陽の詩」（頼山陽）
下：「白秋の歌」（北原白秋）

津金　孝邦顧問

上：「冬ごもり」（『万葉集』）
下：「春風」（小林一茶）

池田　桂鳳顧問

右：「盪意」（『漢書』）
左：「いろは歌」（坂本百次郎）

梅原　清山顧問

上：「益謙」（『易経』謙卦）
下：「老子語」（『老子』易性第八）

新井　光風顧問

右：「豊麗胆笑」（村上華岳）
左：「辿り来て未だ山麓」（升田幸三）

杭迫　柏樹顧問

上：「天の鶴群」（『万葉集』）
下：「石蕗の花」（五十嵐播水）

「聞蛩」（徐倬）

最高顧問最高顧問

右
：「
武
猛
」（『
後
漢
書
』）

左
：「
画
禅
室
随
筆
の一節
」（
董
其
昌『
画
禅
室
随
筆
』）

最
高
顧
問

中
国
清し
ん

代
の
人
徐じ
ょ

倬た
く

の
聞こ
お
ろ
ぎ
を
き
く蛩

を
書
い
た
。
例
年
楷
書
大
字
を

書
い
て
い
た
が
本
年
は
行
草
体
と
し
滲に
じ

み
を
加
え
掠か
す

れ
も
多
用

し
て
み
た
。

“
か
な
”
の
も
つ
流
麗
さ
を
保
ち
つ
つ
、

大
胆
な
動
き
を
加
味
し
、
充
実
し
た
線

で
の
大
字
作
品
と
な
る
よ
う
願
い
を
込

め
て
。

簡
素
で
爽
や
か
で
何
か
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
が

出
せ
れ
ば
と
の
想
い
で
書
作
し
た
。

書
の
表
現
は
両
極
の
美
に

尽
き
る
と
思
う
。
今
作
は

極
端
な
大
小
、
潤
渇
、
粗

密
を
大
き
な
課
題
と
し
、

自
然
に
表
出
す
る
線
の
妙

味
が
あ
い
ま
っ
て
仕
上
げ

た
も
の
で
あ
る
。

二
群
に
分
け
て
書
作
し
、

前
半
を
漢
字
、
後
半
を
調

和
体
と
し
た
。
二
群
の
調

和
に
苦
心
し
た
。
昨
年
の

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
作
。

人
を
愛
す
る
事
で
深
い

生
命
力
が
宿
る
。
牧
水

が
小
夜
子
と
愛
を
交
わ

し
た
根
本
海
岸
で
の
歌

で
す
。
こ
の
激
し
い
、

純
粋
な
生
命
感
を
書
き

た
い
と
願
い
ま
し
た
。

牧
水
は
一
日
に
一
升
の
酒
を

飲
ん
で
い
た
酒
豪
で
知
ら
れ

ま
す
。
た
び
た
び
断
酒
を
試

み
る
の
で
す
が
つ
い
、
つ
い

と
、
牧
水
の
人
柄
が
偲
ば
れ

ま
す
。

心
を
清
く
す
る
と
い
う

意
味
。
大
字
作
品
は
強

い
表
現
に
し
た
い
の
で

北
魏
風
に
書
作
し
た
。

「
い
ろ
は
歌
」
と
し
て
、

う
ま
く
言
い
表
わ
し
、
字

柄
の
よ
い
漢
字
を
使
っ
て

い
る
の
で
、
書
作
品
と
し

て
採
用
し
た
。

Aパターン

頼
山
陽
の
詩
「
観
箕
面
滝
」

一
詩
を
四
角
の
紙
面
に
渾
然

と
収
め
た
。
墨
の
濃
淡
の
変

化
に
留
意
し
た
。

白
秋
の
歌
を
詞
書
か
ら
書
き
、

歌
全
体
を
表
現
し
た
。
歌
の
部

分
は
、
詞
書
を
含
め
墨
の
濃
淡

に
留
意
し
て
制
作
し
た
。

私
が
常
に
考
え
て
い
る

こ
と
は
、
線
の
命
と
存

在
感
。
制
作
で
は
命
の

躍
動
感
を
追
求
し
た
。

令
和
の
今
に
生
き
る
今
の

私
の
命
を
か
た
ち
と
し
て

紙
面
に
定
着
さ
せ
た
つ
も

り
で
あ
る
。
見
て
下
さ
る

人
に
少
し
で
も
力
に
な
れ

れ
ば
、
こ
れ
に
ま
さ
る
喜

び
は
な
い
。

変
体
仮
名
を
使
わ
ず
に
抒
情
的
な

作
品
を
と
意
図
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
子
供
の
こ
ろ
が
よ
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
一
茶
の
子
供
を
詠

ん
だ
句
を
集
め
て
素
朴
な
世
界
を

表
現
し
て
み
ま
し
た
。

村
上
華
岳
画
伯
曰
く
、
一
流
の
条
件
は
、

豊
か
で
麗
し
く
、
胆
が
す
わ
っ
て
、
ま
で

は
努
力
す
れ
ば
可
能
だ
が
、
笑
（
ユ
ー
モ

ア
）
は
天
性
の
も
の
。
し
か
し
、
こ
れ
が

な
く
て
は
…
と
。

米
寿
を
迎
え
、
い
よ
い
よ
身
に
し
み
る
語
。

よ
し
、
新
し
い
人
生
に
向
っ
て
…
。
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上：「蘇東坡詩」（蘇軾）
下：「その絢爛の象眼天を」（草野心平）

樽本　樹邨顧問

右：「藤花」（朱彝尊）
左：「古松幽鳥」（『禅語』人天眼目・晦厳智昭）

真神　巍堂常任総務

右：「松虫」（『拾遺愚草』）
左：「揺籃のうた」（北原白秋）

土橋　靖子常任総務

右：「樹徳」（庾信）
左：「泥中の花」（『法華経』如蓮華在水より自作）

星　弘道常任総務

上
：「
富
士
三
景
」（『
万
葉
集
』）

下
：「
無
常
」（
鴨
長
明『
方
丈
記
』）

最
高
顧
問

77

「
第
37
回
読
売
書
法
展
」
会
期
・
会
場

〔
東
京
展
〕

《
第
１
会
場
》
国
立
新
美
術
館

	

８
月
20
日（
金
）～
29
日（
日
）
※
24
日（
火
）
休
館

《
第
２
会
場
》
東
京
都
美
術
館

	

８
月
23
日（
月
）～
29
日（
日
）

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
８
月
28
日（
土
）

　
ザ
・
プ
リ
ン
ス
　
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
東
京

〔
関
西
展
〕
９
月
８
日（
水
）～
12
日（
日
）

	

《
第
１
会
場
》
京
都
市
京
セ
ラ
美
術
館

	

《
第
２
会
場
》
京
都
市
勧
業
館「
み
や
こ
め
っ
せ
」

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
９
月
11
日（
土
）

　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都

〔
中
国
展
〕
９
月
24
日（
金
）～
26
日（
日
）

《
会
　
場
》
広
島
県
立
ふ
く
や
ま
産
業
交
流
館「
ビ
ッ
グ
・
ロ
ー
ズ
」

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
９
月
24
日（
金
）

　
福
山
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

〔
中
部
展
〕
９
月
28
日（
火
）～
10
月
３
日（
日
）　
※
第
２
会
場
は
９
月
29
日
開
幕

《
第
１
会
場
》
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

《
第
２
会
場
》
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー「
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
」

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
10
月
３
日（
日
）

　
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

〔
四
国
展
〕
10
月
22
日（
金
）～
24
日（
日
）

《
会
　
場
》
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
10
月
24
日（
日
）

　
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松

〔
東
北
展
〕
10
月
27
日（
水
）～
31
日（
日
）

《
第
１
会
場
》
山
形
美
術
館

《
第
２
会
場
》
山
形
県
芸
文
美
術
館

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
10
月
27
日（
水
）

　
山
形
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

〔
北
海
道
展
〕
11
月
10
日（
水
）～
14
日（
日
）

《
会
　
場
》
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
11
月
13
日（
土
）

　
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

〔
九
州
展
〕
12
月
10
日（
金
）～
12
日（
日
）

《
会
　
場
》
福
岡
国
際
セ
ン
タ
ー

◦
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
＝
12
月
12
日（
日
）

　
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
福
岡

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
に
鑑
み
、
７
月
30
日
の
臨
時
執
行
役
員
会
で
、

　
す
べ
て
の
表
彰
式
・
祝
賀
懇
親
会
は
中
止
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

Ⓒ
２
０
２
１
　
読
売
新
聞
社
　
読
売
書
法
会

本
ガ
イ
ド
の
制
作
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
日
本
文
藝
家
協
会

（
許
諾
番
号
Ｓ
２
０
２
１
０
６
３
０
Ｙ
）
の
許
諾
を
得
て
い
ま
す
。

著
作
権
に
関
し
て
は
手
続
き
を
取
っ
て
お
り
ま
す
が
、
お
気
づ
き
の

点
が
あ
れ
ば
読
売
書
法
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

詩
文
の
内
容
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

字
面
を
中
心
に
選
文
す
る
の
が

常
で
す
が
、
め
ず
ら
し
く
孫
の

誕
生
に
因
ん
で
「
藤
花
」
を
軸

に
狂
草
風
に
一
気
呵
成
に
書
き

あ
げ
ま
し
た
。

漢
字
作
品
に
対
し
て
禅
語
の

意
を
じ
っ
く
り
味
わ
い
、
奇

を
て
ら
う
こ
と
な
く
静
か
に

書
き
ま
し
た
。

　読
売
書
法
展
は
伝
統
と
古
典
に
基
づ
い
た
書
の
継
承
と
発
展
を
め
ざ
し
て
昭
和

五
十
九
年（
一
九
八
四
年
）に
始
ま
り
ま
し
た
。
出
品
約
一
万
四
千
点
、
東
京
展
、

関
西
展
、
九
州
展
の
三
会
場
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
今
回
の
第
三
十
七
回

展
で
は
、
約
二
万
点
の
力
作
が
集
ま
り
、
全
国
八
会
場
（
東
京
、
関
西
、
中
国
、

中
部
、
四
国
、
東
北
、
北
海
道
、
九
州
各
展
）
を
巡
回
し
ま
す
。

　読
売
書
法
会
の
発
足
以
降
、
書
壇
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、「
本
格
の
輝
き
」
を
標
榜
す
る
読
売
書
法
展
は
方
向
性
を
見
失
わ
ず
、

着
実
に
歩
み
を
進
め
、
今
日
で
は
国
内
最
大
規
模
の
公
募
展
に
成
長
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
発
足
以
降
初

め
て
と
な
る
開
催
延
期
の
事
態
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
関
係
各
位
の
尽
力
と
熱

意
に
よ
り
本
年
の
開
催
に
至
り
ま
し
た
。

　読
売
書
法
会
の
役
員
書
家
は
、
古
典
を
考
証
し
な
が
ら
、
新
た
な
可
能
性
を
追

求
し
、
常
に
自
己
研
鑽
を
怠
り
ま
せ
ん
。
今
日
な
お
止
む
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
役

員
書
家
の
旺
盛
な
創
作
活
動
は
、
書
法
会
の
根
幹
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
現
代

書
道
芸
術
の
発
展
に
多
大
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

　国
内
書
壇
の
最
高
峰
を
形
成
す
る
最
高
幹
部
会
議
メ
ン
バ
ー
（
最
高
顧
問
、
顧

問
、
常
任
総
務
）
の
作
品
ガ
イ
ド
を
作
成
し
ま
し
た
。
作
者
自
身
に
よ
る
制
作
意

図
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
鑑
賞
の
際
の
手
引
き
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
三
年
八
月

�

読
売
新
聞
社

�

読
売
書
法
会

ご
あ
い
さ
つ

紙
面
を
俯
瞰
し
つ
つ
、
大
胆
な

ち
ら
し
と
流
れ
を
表
現
し
た
く

思
い
ま
し
た
。
生
動
感
あ
る
書

に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
人
類
は

現
状
だ
け
で
対
応
し
て
い

る
が
、
自
然
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
崩
さ
ぬ
こ
と
が
最
重

要
と
考
え
て
書
い
た
。

特
に
墨
量
の
配
分
か
ら

起
こ
る
潤
渇
の
効
果
を

大
き
な
ね
ら
い
と
し
、

あ
く
ま
で
も
気
満
の
世

界
の
再
現
を
と
り
入
れ

て
試
み
た
。

調
和
体
の
作
品
も
漢
字
作
品
と

同
じ
く
健
康
的
で
弾
力
の
あ

る
、
印
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
も
の
に
し
た
か
っ
た
。

泥
土
の
中
で
も
清
ら
か
な

花
を
咲
か
せ
る
蓮
は
、
ど

ん
な
環
境
に
も
負
け
な
い

精
神
を
教
え
て
く
れ
る
。

書
く
た
び
に
表
情
が
変
わ
り

ま
し
た
。
心
の
動
き
が
そ
の

ま
ま
伝
わ
る
よ
う
で
、
一
枚

一
枚
気
持
ち
を
作
っ
て
書
く

こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。

文
字
を
書
い
て
い
な
い
空
白
の

部
分
（
要
白
）
に
躍
動
と
静
寂

の
美
を
味
わ
っ
て
頂
け
れ
ば
こ

の
上
も
な
い
喜
び
で
す
。

書
美
の
醍
醐
味
、
リ
ズ
ム
に
乗
っ
た

運
筆
と
間
の
美
と
の
調
和
を
鑑
賞
し

て
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。
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